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【視点】朝鮮半島に飛び火したウクライナ戦争
姜 英之　（東アジア総合研究所理事長）

無⼈機(ドローン)めぐり、南北が応酬

 韓国からの無⼈機とみられる⾶⾏物体が
平壌上空に⾶来し、北朝鮮当局が南側によ
る領空侵犯として⾮難、これに対し韓国政
府は、「確認できない」として否定し南北
間で⾮難の応酬が繰り広げられる中、10⽉
19⽇、北朝鮮国防省報道官は朝鮮中央通信
を通じて韓国軍が運⽤するドローンと同⼀
機種の無⼈機残骸を平壌で発⾒したとし、
関連写真を公開した。「韓国軍部の連中に
よる重⼤な主権侵害挑発が決定的物証の確
保とそれに対する客観的かつ科学的な捜査
を通じて明⽩に確認された」と発表した。
�⾦正恩総書記の実妹、⾦与正労働党副部⻑
が談話て「無⼈機報復」を⽰唆するや、
韓国軍合同参謀本部は10⽉28⽇「北朝鮮の
無⼈機が南に浸透してくれば、国⺠の安全
と財産を守るため応分の措置を取る」と⼀
歩も後に引かない強硬姿勢を⽰した。 
 北朝鮮は今年に⼊って核・ミサイル挑発
を強めており、⽶国・韓国との⼀戦も辞さ
ない臨戦態勢に⼊っている。「強対強」の
強硬姿勢を崩していない。⼀蝕触発の状態
にある南北関係において、相互の「無⼈機
報復」合戦が本格的な南北軍事衝突につな
がる危険性を無視することはできない。

北ロシア派兵で戦争⻑期化、拡⼤も

 南北間の軍事的緊張が⾼まる中で、北朝
鮮軍兵⼠がロシアに派遣され、ウクライナ
戦争に参戦する事態はウクライナ戦争の⻑
期化、拡⼤化をもたらし戦争被害者を増⼤
させるものだけに憂慮に堪えない。

北⼤⻄洋条約機構（NATO）のマルク・リ
ッター事務総⻑は10⽉28⽇（現地時間）
ブリュッセルの同本部を訪問した韓国政府
代表団と会⾒した後の記者会⾒で「北朝鮮
兵⼠がロシアに移送され、北朝鮮軍部隊が
ロシアのクルスク地域に配置されたことを
確認した」と明らかにした。リッター事務
総⻑は韓国政府代表団とウクライナに対す
る軍事⽀援強化について協議したとし、
NATOとしてウクライナ及びインド太平洋
同志国と共に状況展開について協議中だと
明らかにした。同事務総⻑は「北朝鮮軍の
派兵はロシアの不法戦争関与への重⼤な緊
張拡⼤⾏為だ」と⾮難した。
 北朝鮮軍のウクライナ戦争への参戦は、
ウクライナ戦争が朝鮮半島に⾶び⽕した格
好だが、南北間の軍事衝突の可能背が⾼ま
っている中で、北朝鮮がロシア側につき、
韓国がウクライナ側につくことで、ウクラ
イナ戦争の世界⼤化を促し、やがて⽶国、
⽇本、中国をも巻き込み、「覇権主義国」
と「⺠主主義国」の第3次世界⼤戦の発⽕
点になることが予想される。これは⼤変な
事態で、⼤戦阻⽌の国際世論が緊急に望ま
れる。
����韓国の尹錫悦⼤統領は10⽉29⽇ウクラ
イナのゼレンスキー⼤統領と電話会談し、
「韓国政府は、我が国安保をロシア・北朝
鮮の軍事的結託を座視するわけにはいかな
い」とし「実効的な段階的対応措置を取
る」とウクライナ⽀援を述べた。これまで
ウクライナへの⼈道⽀援にとどめていた協
⼒がロシア中⼼部を攻撃できるミサイル兵
器供与にまで拡⼤される可能性がある。
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 尹⼤統領はロシアの対北軍事技術⽀援も
問題だが、1950年の朝鮮戦争以降、現代
戦を経験したことがない北朝鮮がウクライ
ナ戦争で得た経験を100万を超える北朝鮮
軍全員に修得させるなら我が国の安保に⼤
きな脅威となる」と懸念を表明した。韓国
の予備役軍⼈団体である在郷軍⼈会は28
⽇、数千⼈の会員がソウル市内に結集しデ
モを敢⾏、ロシアは北朝鮮軍を弾除けに利
⽤し、兵⼠の命の代価として⾦正恩に⾦を
与え助けていると、⾮難した。
 1960年代後半、ベトナム戦争に⽶国の
要請で韓国軍が派遣され、北べトナムと闘
った。今でも、参戦した韓国軍兵⼠たちは
加害者としての⼼の痛みを抱えて苦悩して
いる。
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 今また北朝鮮軍がロシアの傭兵として、
犠牲者となるのは、忍び難いものがある。
遠い遥かヨーロッパまで出かけて他国の地
で南北同胞が戦い合うのは悲劇としか⾔い
ようがない。

北朝鮮が発表した「韓国無⼈機」



【南の窓】波紋呼ぶ与党代表の刷新主張
　　　　　　　　　　　　　　　　編集部(Y/J) 

尹⼤統領夫⼈の⾮理問題が焦点
����韓国与党「国⺠の⼒」の韓東勳代表は、10⽉
30⽇、国会内で代表就任100⽇を迎えての記者
会⾒を⾏った。韓代表は「国⺠が懸念する問題
に対して果敢かつ先制的に解決策を提⽰し、貫
徹しなければならない」と述べた。
 韓代表は「発想を転換し変化し刷新してこ
そ、野党の横暴を⽌めることができる。その基
準は⺠⼼である」と訴えた。旧態依然の保守政
党である「国⺠の⼒」代表として変化と刷新を
強く求めるのは異例のことで、その背景を探っ
てみる。
 韓代表は、「年⾦・医療・教育・労働など4
⼤改⾰は過去のどの政府も成し遂げられなかっ
た課題であり、これ以上避けることのできない
党と政府が⼀体となって推進しなければならな
い課題である」としながら、だが、「国⺠の失
望と懸念に阻まれて改⾰が思うように進展して
いないのは残念である」とため息をついた。 
 改⾰を阻んでいる国⺠の失望と懸念とは何
か？ 韓代表は公的な場の会⾒とあって明⽰的
には語らなかったが、最⼤の焦点は尹錫悦⼤統
領夫⼈、⾦健希⼥史の⼀連の⾮理問題に対する
世論の⾮難が収まっていないことである。
 韓代表は⾦⼥史問題に関して⼥史の対外活動
の中断、⼤統領府の⼈的刷新、疑惑究明協⼒を
⼤統領府に求めてきたが、⼤統領府はこれに頑
強に反対、尹⼤統領擁護に回り、⼤統領府と与
党の間で深刻な軋轢が⽣じた。
 ⼤統領府の幹部たちは韓代表に辞任を突き付
けたが、韓代表はひかなかった。⼤統領制の政
治体制であるが、確⽴した政党政治の下で、⼤
統領府が⼀⽅的にきたが、⼤統領府はこれに頑
強に反対、尹⼤統領擁護に回り、⼤統領府と与
党の間で深刻な軋轢が⽣じた。⼤統領府の幹部
たちは韓代表の辞任を突き付けたが、韓代表は
ひかなかった。⼤統領制の政治体制であるが、
確⽴した政党政治の下で、⼤統領府が⼀⽅的に
与党代表を解任する権限はない。
 韓代表は尹⼤統領が検事総⻑であった時の部
下であり、⼦飼いともいわれた。政治経験

の浅い韓⽒が法務部⻑官に抜擢されたのも尹
⼤統領の格別のひいきであった。だが、いつ
までも親分⼦分の関係は続かなかった。法務
部⻑官を経て国会議員となり、与党代表選挙
に打って出て代表に就任するや独り⽴ちの政
治スタートを切った。従来なら帝王的⼤統領
制の韓国政治において与党政治家は、⼤統領
に絶対的に従ってきたのが常であるが、韓代
表は違った。ここに韓国政治の新しい発展の
芽がみられる。つまり、国会が⼤統領の⾔い
なりに動く「お飾り」になってはいけないと
いう認識がある。当然、与党も⼤統領府の⾔
いなりになってはいけない、ということだ。
韓代表は⾔う。「国⺠の⼒はいま絶体絶命の
危機にある。今問題を解決しなければ、我々
には明⽇がない」とし、「政権再創出の主体
に国⺠の⼒がなろうとすれば、我々が問題解
決の主体にならなければならない」と強調し
た（聯合ニュース2024年10⽉30⽇）。 

次期⼤統領選挙を⾒据えた布⽯
 韓代表の状況認識と決意は時代の動きにか
なっている。韓代表は、過去に与党が⼤統領
府に追従してきた悪弊の是正を求めている。
「過去と異なり、⽔平的な党・政府関係への
転換こそ国⺠の⼒に課せられた⾄急の課題で
あり、そうしてこそ国家の後退を防ぎ政権再
創出が可能となる」と強調した。
 最新の世論調査では、尹⼤統領の⽀持率が
20％と史上最低に落ち込んでいる。「公正と
常識」を⾼々と掲げ、圧倒的⾼⽀持率でスタ
ートしたものの、国らしい国を作ると豪語し
ておきながら、公正なき⾮常識な国家運営を
ごり押しする尹政権に対し国⺠の批判意識は
相当⾼まっている。
 韓代表の発⾔は、与党の代表としての危機
意識をそのまま反映したものであり、3年後
の⼤統領選挙に出⾺意欲を持つ政治家として
の布⽯とみられるが、韓国保守政治家として
は勇気ある態度とまっとうな政⾒と評価され
てよいだろう。
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【北の窓】北朝鮮の派兵の高い代価
編集部

⼈⺠の反発を呼び起こす可能性

 韓国が北朝鮮のウクライナへの派兵問題を
⾮常に強く警戒し、対応に苦慮している。
 北朝鮮兵⼠のロシア派遣が確認されるや、
韓国政府はこれを重⼤視し、10⽉22⽇⼤統領
府で申源湜国家安保室⻑主宰で緊急国家安全
保障会議（NSC）常任委員会議を開き北朝鮮
軍のウクライナ戦争への派遣・参戦について
論議し、北朝鮮軍の即時撤収を要求すると同
時に今後ロシアの対北軍事⽀援の強度に応じ
て段階的に対応措置を取ると警告した。
 これと関連して、韓国⼤統領府は今後段階
的状況に応じて韓国政府がウクライナに対し
て「攻撃⽤武器」まで提供することを検討し
ていると明らかにした。
 ゼレンスキー⼤統領は、北朝鮮軍のロシア
派兵に関してウクライナ戦争が国際化したと
述べた。ヨーロッパ地域だけでなく、アジア
太平洋域まで巻き込んだ世界⼤戦になりつつ
あることを⽰唆した発⾔だ。
 看過できないのは、北朝鮮がロシアへの派
兵による⾒返りとして軍事技術の⽀援を受け
ることだ。軍事偵察衛星関連技術、核・⼤陸
間弾道ミサイル技術だけでなく、通常の戦略
兵器、北朝鮮の弱点である防空関連軍事技術
など、北朝鮮の軍事⼒強化につながるとして
⽶⽇韓安保協議関係者は警戒を強めている。
⽶⽇韓安保関係者が頭を抱えさせているの
が、国連の役割を無⼒化させる点だ。北朝鮮
軍のロシア派兵や軍事協⼒は国連安全保障理
事会の決議に違反するものだが、常任理帰国
のロシアが⾃分への制裁に賛成するはずがな
く、安全保障理事会の空洞化を招き、ひいて
は国連の役割を低下させることになるのは確
実だ。
 北朝鮮は、⼈⺠の反発を恐れていることが
わかる。ロシア側も⾃国⺠兵⼠の徴兵が難し
く北朝鮮兵⼠の導⼊を進めたが、国際的⾮難

を恐れて北朝鮮兵⼠にロシア軍福を期させ
ている。兵⼠を導⼊することは国際的⾮難
の対象になるから、北朝鮮兵⼠には、北朝
鮮の軍福を着せていないとされる。若い⻘
年がロシア軍の弾除けのために無駄に⽣命
を犠牲にすることは、⼈⺠の反⾦正恩総書
記の感情を呼び起こす可能性があり、当局
はそれを警戒しているのだ。
 韓国政府は、これまで⾃制していたウク
ライナへの攻撃⽤武器の供与をゼレンスキ
ー⼤統領から強く求められていることか
ら、履⾏に踏み切るのは時間の問題と⾔え
る。
 すると、韓国軍の兵器によって、参戦し
た北朝鮮軍兵⼠の死傷者が⽣まれることに
なる。遠いヨーロッパの外国の地まで出か
けて、南北同族同⼠が殺し合う悲劇とな
る。派遣された北朝鮮軍兵⼠は20代前半、
10代後半の年若い⻘年だと伝えられてい
る。北朝鮮当局は、派兵の事実を国内に報
道していない。北朝鮮に韓流⽂化思想が浸
透して、若者の間で少なからぬ影響が出て
いるとされる。息⼦を死地にかわせること
を喜ぶ親はいない。

ベトナムに韓国軍派兵への教訓どこに？

 かつて1960年代のベトナム戦争当時、⽶
国の要請で南ベトナムに韓国軍兵⼠が派兵
されたことに対し、北朝鮮は韓国政府が⾦
のために兵⼠を⽶兵の弾除けに使ったと猛
批判したことがある。
 今、北朝鮮は全く同じことをしようとし
ている。派兵の⾒返りに軍事・経済⽀援を
受けることで北朝鮮独裁国家体制は多少延
命できるかもしれないが、事態の真相はす
ぐ⼈⺠の知れることとなり、⼈⺠の反発を
抑えきれないだろう。計り知れない⼤きな
派兵の代価を受け取ることになりかねな
い。
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【紀行】 移民とロシアが伊の課題　統合を維持へ

小野田　明広　（東アジアレビュー編集人）

極右から中道化へと⼥性⾸相

 昔からの友⼈に再会するためイタリアに
ひと⽉近く観光旅⾏で⾏って来た。コロナ
禍が⼀段落した後の久しぶりの旅⾏だった
が、円安ユーロ⾼が進んでいるためか、⽇
本⼈観光客の姿をあまり⾒かけなかった。
 イタリア初の⼥性⾸相として２022年10
⽉に就任したメルローニ⽒は、懸念された
「極右⾊」が⽬⽴たぬ⽅向に動いている。
現役を退職したばかりの知⼈は南部のソレ
ントで暮らしているだけあって「北はいつ
もと同じに、南部を蔑視しているの」と相
変わらず⾟⼝だった。ジョルジャ・メルロ
ーニ現⾸相は北部ミラノ出⾝、庶⺠派で⼈
気を集めたべルルスコーニ政権で若⼿閣僚
として知名度を⾼めてきた。
 欧州連合(EU)の中でイタリア政府は「⼀
帯⼀路」を評価する�親中派”と⽬されてき
た。メルローニ政権になって2023年、この
路線を転換、今年7⽉に訪中して習近平主
席と会談、包括的貿易振興に転じている。

  ⽬⽴つ移⺠問題、仏と対⽴も

 EUの中では、中国との問題に代わって、
移⺠問題が、再び加盟国同⼠の間で対⽴の
⽕種になっている。実は従来から、歴史的
にどのような植⺠地と関係を築いてきたか
をめぐって、各加盟国の間で移⺠受け⼊れ
についての右派、左派など政治的⽴場以上
に差異の違いが⽬⽴ってきた。

旧植⺠地を抱えていたかどうかの違いに
は、ＥＵ加盟国で⼤きな違いがある。ＥＵ
を脱退した英国を別にしても、北アフリカ
諸国や（インドシナ、中⽶諸国などで）⻑
く植⺠地化を続けててきたフランスと、そ
うでなかったイタリアの違いは⼤きい。
 昨年は前年に⽐べ3万⼈近くの移⺠がイ
タリアで増え、引き取りをめぐってフラン
スとの対⽴が続いた。現在の状況ではアフ
リカのサハラ砂漠以南から北アフリカを経
て地中海への難⺠船が増える傾向が続いて
おり、イタリア政府は⾃国の東に海を隔て
て位置するアルバニアに難⺠受け⼊れ施設
を建設しようとしている。

 積み上げた統合の実績を守る意思

 トスカーナ州のオルチヤ渓⾕は⽷杉の並
⽊で有名な世界遺産だが、その保存にはＥ
Ｕの計画と⽀援が⼤きな役割を果たしてい
る。
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 耕作地と農家との間隔、家の壁の⾼さや
⾊合い、刈り取った⼩⻨など農作物の積み
上げ場所なども厳しく規制されている。も
ちろん地⽅⾃治体を経てＥＵから⽀給され
る⽀援⾦額や⼿続きが決まっている。世界
遺産の景観保護だけでなく、各地⽅の中核
都市に保存された古い建造物には、ＥＵの
⻘⾊旗が⽴っている。
「ブリュッセルでEU官僚が、われらの頭越
しに物事を決めている」という不満が、特
に欧州議会の議員投票の前に、欧州のメデ
ィアで⾼まるのが通例だ。しかし、成果の
定着は無視できない実績だ。
 外から流⼊する移⺠問題は、ＥＵ加盟諸
国が頭を痛める問題として今後も続きくだ
ろう。同時に、旧ソ連圏をＥＵにどんなス
ピードで組み込んだり、凍結していくかも
難しいテーマとして浮上する。

どうなるウクライナ戦争

 クライナ戦争が⻑引く中で、ＥＵ東部、
冷戦時代に旧ソ連圏だった国・地域の安定
性を保っていかれるかも難問として残る。
ジョージアは選挙と国⺠投票で親ロシアの
旧政権が勝利したことで、ジョージアの政
局は波乱含みとなっている。
 中部、北部イタリアの主要都市の中⼼部
にある広場などでは、地⽅警察だけでな
く、カラビニエリ（国家憲兵）が軽機関銃
を⼿にテロ警備をする姿が⽬⽴った。
 ロシアのウクライナ戦争に抗議して⾶⾏
禁⽌を実施しているため、今回旅⾏では往
復ともトルコ航空機を利⽤した。カスピ海
から中国中央部を横切って⼤連から韓国を
経て⽻⽥まで帰って来た。ウクライナ戦争
紛争地の南を⾶び、イスラエル絡みの中東
紛争がさらに南で続く間を⾶んだ。
 トルコの経由地は最⼤都市イスタンブー
ル。⽇本帰国後に、⾸都アンカラ郊外にあ
るトルコの兵器⼯場でテロリストによる奇
襲攻撃が起きたことを知った。
 テロ攻撃を仕掛けたのは従来からトルコ
国内のクルド⼈とも関係があると伝えられ
る団体で、中東各地の反イスラエル勢⼒と
も関係があると⽬されていた。
 巻頭の「視点」が注⽬するように北朝鮮
がウクライナやロシア⻄部に派兵するよう
な場合には、⽶⼤統領選挙後にさらなる近
況の⾼まりを経験する恐れも無視できない
かも知れない。
 不安な時代がまだ続くようだ。
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フィレエンツエの⼤聖堂(ドゥオーモ)

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E6%86%B2%E5%85%B5


【編集後記】 「ハト派の石破」と韓国は幻想

 岸⽥⾸相の退陣を受けた⾃⺠党総裁選挙は⾒ものだった。多数⽴候補
者の乱⽴で混戦を極め、1，2位の⽯橋⽒と⾼市⽒の決選投票となった。
もし⾼市⽒が新⾸相になったら、靖国神社参拝、歴史認識問題などで韓
国、中国との摩擦が必⾄で、せっかく史上最⾼とい合われるほど改善し
た⽇韓関係も再悪化する憂いから、ややリベラルの新⾸相になりホッと
した。
 案の定、韓国世論も⽯破⾸相誕⽣にもろ⼿を挙げて歓迎した。そんな
中、「ハト⻭の⽯破」という韓国の幻想、という冷ややかなタイトルの
コラムがニューズウイーク⽇本語版10⽉22⽇号に載った。眼を引いた。
筆者は⽊村幹・神⼾⼤学⼤学院教授である。
 ⽊村教授は、⽯橋⽒の戦争責任論と『併合』による韓国⺠の⼼の痛み
と⾃尊⼼損傷への同情⼼に対し、韓国⺠は、⽯橋⽒をかつて戦争や植⺠
地⽀配の責任を認めて平和憲法を護持する「良⼼的な⼈びと」と同列視
し、対韓国政策に期待を寄せるが、それは、かつては⽇本で⼒を持った
が、いまは弱体化している「良⼼的な⼈々」への幻想だと説いている。
というのは、韓国の世論や裁判所が求めているのは⽇本政府や企業の法
的責任であり、背後にはそもそもそも⽇本の植⺠地⽀配が違法であると
いう考え⽅があるからだと喝破する。歴史認識問題において前向きとさ
れる⽯橋⽒らの議論の前提とされているのは、植⺠地⽀配の合法性であ
り、また植⺠地⽀配や第2次⼤戦に関する法的処理は過去の条約により終
了している、という理解であり、そのうえで相⼿国の感情にも配慮すべ
きだ、というのが議論の趣旨だと解説している。それゆえ幻想だと⾔っ
ており、幻想が失望に変わらないよう望むと、知韓派知識⼈の第1⼈者と
して善意の警鐘を鳴らしている、おりしも来年は⽇韓条約締結60周年で
ある。韓国では、最⼤野党の「共に⺠主党」が尹政権の対⽇政策を屈辱
外交と強く批判している。最低の⽀持率を更新している尹⼤統領が、政
権浮揚のためかつての韓国政治指導者の悪弊であった反⽇の政治的利⽤
を絶対的にしないとは⾔い切れない。⽇韓国交正常化60周年を迎え、さ
らなる⽇韓関係発展・深化のため、両国政治指導者が英知を結集し、歴
史を前進させることに期待したい。（K）
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